


傾聴ボランティア勉強会

絵本の扉 inアトリエロッタ

　毎回 13：30 ～ 15：30 香川県社会福祉総合センター
６階和室研修室にて開催中。
　勉強会のメンバーさんから電話での傾聴活動が再開し
たり、新しい訪問先での活動が始まったりしているとい
うお話がありました。今まで講師の山本先生の体験を自
分達の頭の中で考え、想像して、言葉にしていたことが、
実際の現場で感じたことを話し合う機会が増えそうで
す。様々な視点を持った意見が出てくる勉強会になって
きています。

令和５年６月1２日(月) 女性６名、令和５年７月２０日（木）女性４名

　また、傾聴活動についてや、養成講座の認知度も低く、
広く知っていただくチラシ等について、参加者で意見を出
しながら、作成できたらと考えています。そして、活動で
の悩みや問題等が出た時は、勉強会にて胸のうちを聞か
せてもらえたらと思います。山本先生の意見をはじめ、参
加者の意見も聞け、傾聴活動に活かせるのは勉強会の利
点と思います。傾聴ボランティア養成講座を修了したも
のの、活動参加をためらわれている方、一緒に学び直し
しませんか。

開催日 時間 会場

令和5年10月19日（木）

令和5年12月13日（水）

令和6年  1月18日（木）

令和6年  2月14日（水）

令和5年11月  8日（水）

13：30～15：30

香川県

社会福祉総合

センター

6 階和室研修室

（高松市番町 1丁目

10 番 35 号）

　今年度新規開催のアトリエロッタでは、「普通って、みんなって」
をテーマに以下の絵本をご紹介いただきました。養成講座修了者
をはじめ、地域で活動している方々が、絵本を通して、多様性や障
害について新しい観点に気づき、多くの方に伝えていく活動に繋
がってほしいと思います。店主　辻さんからの読み聞かせを交えた
紹介後は、ゆっくり手に取り、いつ、どこで、誰に読もうかなと妄想
が膨らみます。
1.はじめまして  2.おどってる こまってる  3.ふつうとか みんなとか
4.だがし屋のおっちゃんはおばちゃんなのか？  5. ぼくのスカート
6.きみはきみだ　7. ぼくはびっくりマーク
8. わたし　いややねん 　
9.チコときんいろのつばさ
10.うちのおかあちゃん
11. みんな、絵本から

令和5年7月19日(水)13：00～14：00　参加者10名（男性1名女性9名）

次回、絵本の扉 inアトリエロッタ
は、令和 6 年 1月17日 ( 水 )
13：30 ～14：30　定員10 名。
お申込みはアトリエロッタ
☎087-880-0320 まで。
水木金13 ～18 時

ボッチャ部 in大寿苑デイサービス

令和５年６月２９日(木)１４：００～１６：００　
社会福祉法人大寿庵　大寿苑デイサービスセンター（高松市鬼無町鬼無882番地2）

ボッチャ部　参加者　細川 豊さん、佐治 映子さん、新名 勝代さん

　大寿苑さんから利用者の皆様のボッチャの体験の場とし
て、また、ボッチャ部の活動の場として、今回の体験会を設
けていただくこととなりました。　
　当日はボッチャ部 3 名が伺い、はじめにボッチャのルール
説明を簡単に行い、習うより慣れよで、早速ゲームを開始し
ました。利用者さんの中には若かりし日、野球をしていた方
がおられ、昔取った杵柄で抜群なコントロールで腕前を披露
し、ゲームを楽しまれていました。最後に大寿苑職員チーム
とボッチャ部の対戦となりましたが、利用者さんの熱い声援
と大寿苑職員さんのボッチャへの真摯な取り組みから大寿
苑職員チームにボッチャ部が敗退しました。今後もレクリ
エーションの一環とし、ボッチャを取り入れていただけるとの
ことで、引き続きよろしくお願いします。
　ボッチャ体験を希望されるグループや、団体の方はぜひ高
齢者いきいき案内所事務局までご相談ください。

キッズ向けえいごワークショップを大人が体験してみよう
令和5年7月18日(火)13：30～15：00　香川県社会福祉総合センター3階健康プレイルーム
参加者10名（女性10名）　講師：かわだゆきみさん　はぐたいむヨガHug　Time　Yoga®主宰

　ヨガと瞑想の講師でおなじみのかわだゆきみさんのもう１つの活動である呼吸とヨ
ガを取り入れた子どもと共に楽しむ英語の歌、絵本を大人の皆様に体験いただきまし
た。
　かわだゆきみさんが活動の中で感じられた子どもと一緒に楽しむことの大切さを受
講者に笑顔いっぱいで届けていただきました。
英語での手遊び、絵本の読み聞かせでは、英語、日本語を同時に伝えること、簡単な
単語は子どもも一緒に声を出すこと、しかけ絵本の使用、子どもの注意をそらさない
ためのページのめくり方の工夫など実践で培ってこられた経験を教えていただき、参
加者も少しずつ取り入れていけそうです。

　参加者からは、「導入の手遊びや体操で体が軽くなり、気持ちも楽しくなった」、
「紹介の絵本の起承転結がとても良かった、ぜひ取り入れてみたい」、「導入での失
敗は尾を引くに納得」などの感想をいただきました。
　子どもと英語について、感覚的吸収力の高い時期に一緒に楽しむことに軸を置
いて、いつもの読み聞かせに取り入れていただきたいと思います。
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